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た.不妊効果は〔I⊃〔Ⅰ〕共に雌処理の場合のみに得ら

れた.LargemilkweedbugO〟co♪CLLusfasciatus

(Dalles)の5令幼虫または成虫に〔I〕2FLg注射する

と完全に不妊化されたが毒性のため死虫率が高い.班

に〔Ⅰ〕2.5FLgの注射をし0.5%水溶液を5日間与えると

永久不妊化された雌に同処理をすると毒性が高く,よ

り低氾皮では効架がない.一方⊂1コでは2FLg注射ま

たは0.5%水投与で両性共永久不妊化されたが雄での

独fl7子効射ま認められない.オオタバコガの撰Heh'o･

th∫slea(Boddie)の蛸に〔Ⅰ〕0.05,% しょ地紋を与

えた時,産卵数は時間の経過と共に低下し,ふ化率は

5-8%以下となった.成長阻害試験では,イエバェを

〔丑〕500ppmのCSMA培地で飼育すると16%蛸化し

たが⊂I〕50ppm培地では完全な成長阻害を示した.

シ'ウジョウバエD.metanogasterMeigenを⊂Ⅰ〕50

ppmまたは〔Ⅰ〕100ppm のカボチャ培地で飼育する

と完全な効果を認めた.オオタバコガ塀ではソラ豆に

〔Ⅰ⊃1-0.1%水桁紋をPJl試した時,4日後に90,%'穀幼

虫効果を認めた.しかし野外での実用的な防除効果は

低い.ウワバの訊 TricJ109lusEani(H臼bner)の1-

2令幼山ではキャベツに〔1〕1%紋を2回48時間毎に

Pl'i拐すると. 7日後に完全に防除できた. カの幼虫

JlnoblteLusaLb''m甲uSを ⊂I⊃10ppm紋で飼育する

と1'a全に成長を阻習したが5ppmでは50%が成虫化
した.コイガ TJ'nLqolabJ'setliella(Hummel)で捺準

CSMA法により〔.Ⅰ〕の防山効果を調べたが〔日 より

効火が劣った.53mや上につけたエンドウヒゲナガアプ

ラムシ A.17J'sum (Harris)については〔Ⅰ〕20ppm紋

にソラマメを浸した晩 生長阻寄,増殖阻害を認めた.

また〔Ⅰ⊃7-8mgをソラマメの下方の柴に塗りつけ～
ると,72時間でアプラムシの密度が減少し増殖が停止

したことより,相当星の⊂Iコが植物体内に吸収移行さ

れると認めた.(Ⅱ)は100ppmでも効果はない.ナミ

ハダニ T.uTIL'cae(Koch)では〔Ⅰ〕〔Ⅰ｣共に殺ダニ

効火は認められない.⊂皿⊃1,000ppm混入飼料でウズ

ラを飼付した時ウズラの糞中でのイエバェの発生がお

さえられるが,⊂Ⅰ〕ほ250ppm 混入した飼料でハエ

の発生を95%おさえた.⊂1〕1,000ppm飼料のウズラ

卵中に卵白申75ppm.卵9糾19ppmの〔皿〕が定柁的

に存在した.〔Ⅰコ250ppm飼料 の場合,卵白中に10

ppm存在することが紹層クロマトグラフ法で認められ

た.一般的な化学的性質および回収率から〔I〕は⊂Iコ

として動物の全水分部分に分布していると考えられる.

植物に対する薬害はソラマメでは軽微だが,ウズラ豆

pintobeanでは1%紋唄頭で汲しい染焼けを起こす.

トマト,杓花でもかなり英告を認めた.〔Ⅰ〕の哨乳動

物に対する急性iii性はマウスで915mg/kgとかなり安

全だが慢性iil性は不明である.イエバエでの一時不妊

化と Largemilkweedbugの永久不妊化の理由およ

びイエバェの雌性不妊と Largemilkweedbugの雄

性不妊の原因について日下研究中である.比山に対し

て両化合物共に増殖阻害,生長阻害が認められるにか

かわらず,鳥類,嘱乳動物に低恕なfl収 から新しいま

たは従来と異なる作用機構があることを示すと考えら

れる. (桑原保正)

昆虫誘引剤としての自動車塗料

AutomobilePaintEffectiveasanInsectAttractant.

0.K.Jantz,R.E.Gertz,M.T,Wells,Jr.

Science.156.946,(1967).

ミシガン州西南部ではイチゴにケシキスイ料の甲虫
Stell'dotageminataが大発生し,1966年にはその北1

告が3百万 ドルと推定された.この虫の火発出の放小

に.同じ科のGIischrochiLusfasciatusが臼nbJF【の新

しく塗った塗料に強く誘引されることを発見した.そ

の鎗料は GeneralMotorsの midnightblue,Dupli･

Colortouch･up,stockNo.DDP-GM 44である.ケ

シキスイ科の昆虫はほとんど植物性碍放物中で生息し,

囚赦植物特に轍辞した果汁に誘引されることがわかっ

ていた.

種々の自動叫塗料をつけた板に,粘智剤を逸ったト

ラップを田切に設置し,誘引試験を行なった.その3.4fJ'

災アク.)ル系のDupli･ColorDp-GM13がS.gemfnata

を放く誘引することがわかった.さらにこの誘引は量虫

料の色に誘引されるのではなく,炎に.班引されること

を色紙の試験で確認した. このアク.)ル系独料の各組

成について誘引試験を行なったが,事由発出時期が終

わり,確定することができなかった.この誘引試験中

に1校Wlの双趨目が同塗料にまた他の 1毛玉は amyl

butyrateおよびethylbutyrateに誘引されることを

見出した. (石井象二郎)
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